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乙
訓
系
府
営
水
道
は
、

地
盤
沈
下
や
水
質
悪
化

を
防
ぎ
、
良
質
な
水
を
安

定
的
に
確
保
す
る
た
め

に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す

今
か
ら
４０
年
近
く
前
、
乙
訓
地

域
で
は
地
下
水
位
の
低
下
、
地
盤

沈
下
、
水
質
悪
化
な
ど
の
問
題
が

深
刻
化
し
ま
し
た
。
乙
訓
系
府
営

水
道
事
業
は
そ
れ
ら
の
問
題
に
対

し
、
良
質
な
水
を
安
定
的
に
確
保

す
る
た
め
、
乙
訓
２
市
１
町
の
要

望
に
基
づ
き
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

乙
訓
系
府
営
水
道
は
、
平
成
１２
年

の
給
水
開
始
以
来
、
今
年
で
８
年
を

迎
え
、
乙
訓
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん

に
安
心
・
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供

給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
地
盤

沈
下
も
お
さ
ま
り
、
地
下
水
の
状
態

も
好
転
し
て
き
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
に
は

「
従
量
料
金
」と「
基
本
料
金
」

が
あ
り
ま
す

乙
訓
２
市
１
町
か
ら
い
た
だ
い

て
い
る
乙
訓
系
府
営
水
道
の
料
金

の
仕
組
み
は「
従
量
料
金
」
と「
基
本

料
金
」
と
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

「
従
量
料
金
」
と
は
、
毎
日
、
乙

訓
浄
水
場
等
を
稼
働
さ
せ
る
の
に

必
要
な
費
用
を
、
実
際
に
使
っ
た
水

の
量
に
応
じ
て
支
払
っ
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

「
基
本
料
金
」
と
は
、
乙
訓
系
府

営
水
道
の
基
幹
施
設
で
あ
る
日
吉

ダ
ム
や
乙
訓
浄
水
場
等
の
建
設
費

用
と
い
っ
た
先
行
投
資
の
後
払
い
を

府
は
、
地
元
と
と
も
に

コ
ス
ト
削
減
に

努
め
て
い
ま
す

２
市
１
町
の
水
道
事
業
会
計
に

よ
る
と
、
総
費
用
の
約
４
割
が
府

営
水
道
に
係
る
経
費
、
約
６
割
が

各
市
町
の
地
下
水
の
浄
水
等
に
係

る
経
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
に
届
け
ら
れ
る
の
は
府

営
水
道
を
通
じ
て
運
ば
れ
る
ダ
ム

の
水
と
、
各
市
町
の
地
下
水
の
い

わ
ば
”
ブ
レ
ン
ド
水
“で
す
。
で
す

か
ら
水
道
料
金
を
安
く
す
る
に
は

京
都
府
で
は
、
府
民
の
府
政
へ
の
参
画
や
府
と
の
協
働
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
府
の
重
点
施
策
な
ど
に

つ
い
て
、
府
職
員
が
直
接
出
向
い
て
説
明
や
意
見
交
換
す
る「
出
前
語
ら
い
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
去
る
８
月
１０
日（
日
）に
、
大
山
崎
町
円
明
寺
団
地
自
治
会
館
で
、
乙
訓
系
府
営
水
道
の
成
り
立

ち
か
ら
今
後
の
取
組
等
に
つ
い
て「
出
前
語
ら
い
」を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

当
日
は
、
約
１
０
０
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
、
水
道
料
金
や
将
来
的
な
飲
料
水
の
確
保
な
ど
に
つ

い
て
、
質
問
・
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

乙訓地域で地下水位の低下、地盤沈
下、水質悪化などの問題が深刻化

府
営
水
道
に
つ
い
て
は
京
都

府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.pref.kyoto.jp/koei/

suidou_index.htm
l

で
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

□問
京
都
府
文
化
環
境
部

公
営
企
画
課
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府
と
市
町
、
双
方
の
努
力
が
不
可
欠

で
す（
図
３
）。

こ
れ
ま
で
、
向
日
市
・
長
岡
京
市

は
水
道
事
業
経
営
健
全
化
の
た
め

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浄
水
場
を
１
カ
所

に
集
約
し
、
府
は
そ
の
取
組
に
対
し

て
も
、
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

水
道
の
安
定
的
供
給
に

は
、
府
と
地
元
市
町
が

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す

府
は
、
水
道
事
業
の
安
定
化
の
た

め
、
供
給
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
不

断
の
努
力
、
市
町
へ
の
支
援
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
関

係
市
町
と
力
を
合
わ
せ
、
合
理
的
で

安
定
的
な
供
給
体
制
に
つ
い
て
真
摯

に
議
論
を
重
ね
、
安
心
・
安
全
な
水

を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
こ
と
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力

の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当日の会場の様子

図３　乙訓２市１町水道事業会計（１８年度決算） 

受水費 
（府営水道に係る経費）　 

約４０％ 

地元の地下水の 
浄水等に係る経費　 

約６０％ 

総費用 

各家庭には、ダム
の水と、地下水
のブレンド水が
届いています。 

水道料金を安くする
には、府と市町、双
方の努力が不可欠 

大
山
崎
町
で「
出
前
語
ら
い
」
を
行
い
ま
し
た

図２　乙訓浄水場及び日吉ダムの費用負担 

乙訓浄水場 
（総額約３００億円） 

建設費の１/３を京都府の一般会計から出資 

国からの補助金 
（約１００億円） 

京都府の負担 
（約１００億円） 

各市町水道事業 
（約１００億円） 

日吉ダム 
（割賦負担金） 
（総額約１８０億円） 

施設規模を２/３に圧縮し、その差の１/３は 
京都府の負担とし料金化せず、また、 

全体の１/３も京都府の一般会計から補助及び出資 

京都府の負担 
（約１２０億円） 

各市町水道事業 
（約６０億円） 

お
願
い
し
て
い
る
も
の
で
す
。

「
基
本
料
金
」
算
出
の
も
と
と

な
る
「
基
本
水
量
」
と
は
、
２
市

１
町
の
要
望
に
基
づ
く
も
の
で
、
昭

和
６１
年
に
受
水
申
込
さ
れ
た
水
量

の
規
模
に
応
じ
て
日
吉
ダ
ム
の
建
設

が
始
ま
り
、
平
成
１０
年
に
乙
訓
浄
水

場
の
完
成
に
先
立
ち
当
初
計
画
の

２
／
３
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。

府
は
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す

府
は
、
２
市
１
町
の
要
請
を
受
け
、

乙
訓
浄
水
場
の
施
設
整
備
を
当
初

計
画
の
２
／
３
規
模
に
圧
縮
し
ま

し
た
が
、
そ
の
差
額
に
つ
い
て
は
、

２
市
１
町
に
負
担
し
て
も
ら
う
の

で
は
な
く
、
府
が
財
政
負
担
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
府
は
、
日
吉
ダ
ム
整
備

に
係
る
経
費
に
対
し
、
約
１
２
０
億

円
の
補
助
及
び
出
資
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
乙
訓
浄
水
場
建
設
に
対
し
て

も
、
建
設
費
総
額
の
１
／
３
に
あ
た

る
約
１
０
０
億
円
を
府
の
一
般
会
計

か
ら
出
資
を
行
っ
て
い
ま
す（
図
２
）。

ま
た
、
平
成
１２
年
の
開
業
か
ら
こ

れ
ま
で
に
、
供
給
料
金
の
引
き
下
げ

を
行
う
な
ど
、
府
は
、
受
水
市
町
で

あ
る
２
市
１
町
の
負
担
が
な
る
べ
く

軽
減
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

乙訓系府営水道のあゆみ

Ｓ４７ 乙訓２市１町（向日市、長岡京
市、大山崎町）に水を供給す
る役割を担う日吉ダム建設計
画に対し、地元市町は早期着
工を要望

Ｓ６０ 関係１７市町が府に対し広域的
な水道整備計画の策定を要
請。府議会も全会派同意

Ｓ６１ 乙訓２市１町が府に対し受水
申込

Ｈ４ 乙訓浄水場着工
Ｈ１０ 府は、２市１町と協議の上、乙訓

浄水場の施設整備（当面２／３）
及び、それに伴う各市町の水量
について合意、協定書を締結

Ｈ１２ 乙訓浄水場完成、給水開始

図１　日吉ダム及び乙訓浄水場の施設整備経過 

〔差引22,800k/日相当については京都府負担〕 

乙訓浄水場 
46,000k/日 

日吉ダム 
68,800k/日 

大山崎町 
12,000

向日市 
16,800

長岡京市 
40,000

大山崎町 
7,300

向日市 
12,700

長岡京市 
26,000

再 調 整  
バブル崩壊後の社会情勢の変化に
応じ、２市１町と協議の上、施設整
備を当初計画の２/３規模に圧縮 

当 初 計 画  
S４７　日吉ダムの早期着工を要望 
S５７　新たな水源として表流水の配分を要望 
S６０　広域的な水道整備計画の策定を要請 
S６１　各市町が受水申込 


